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２．４ 認定基準をめぐる議論  
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２．４．１ 体験活動の量と質に関わる認定基準をめぐる議論  
県は第 1 回目に「信州型自然保育団体（森のようちえん）認定制度 素素案」を提示し、
認定基準として、「活動する一日の中で、自然環境を活用した活動を合計 3 時間以上行って







第 1 回提案「信州型自然保育団体（森のようちえん）認定制度 素素案」  
…活動する一日の中で、自然環境を活用した活動を合計 3 時間以上行ってい
る。  
 第 3 回提案「信州型自然保育認定・登録制度について（事務局素案）」  
       …認定と登録の２つのカテゴリーを設定し、自然体験活動に力点を置く団  
体は「認定団体」、従来のスタイルを尊重しながら体験活動等に取り組む
団体は「登録団体」とする。  
        「認定」基準の要は、計画的に実施する屋外活動時間の総量が、幼児一人  
につき年間 540 時間を超えていること。「登録」基準の要は、理念を理解  
していること。（屋外は園の敷地を含む意味であると口頭で説明）  
 第 4 回提案「信州型自然保育認定・登録制度（案）」  
       …基準の観点として量よりも質を重視する内容。  
        認定・登録基準におい記録と報告を重視。  
        量的な基準としては唯一「一日あたり平均 60 分以上、体験活動を計画的
に実施している」を、認定・登録の量的な基準に設定した。  
 第 5 回提案「信州型自然保育認定・登録制度（案）概要」  
       …「認定団体」「登録団体」ともに、前回と同じ規定。  
       …（認定基準・登録基準ともに）屋外での体験活動の量的基準として「一日
当たり平均 60 分以上の時間を確保する」こと。（この時間には、「園庭で
の自由遊びや散歩等、屋外で体を動かす活動も幅広く含む」と明記）  
 第 6 回提案「信州型自然保育認定制度 認定基準 (案 )」  




 第 7 回提案「（別表２）信州型自然保育認定制度 認定基準」認定基準」  
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ところが、第 6 回検討委員会でこれまでの案が大きく変更された。「登録」をなくして「認  
定」に一本化し、それまでの一日平均 1 時間以上の活動は「普及型」とされ、新たに、屋外
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最後の第 7 回検討委員会では、1 週間単位での時間設定となり、「特化型」が 1 週間で合
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３－１ 幼児期の自然体験を保障する制度の成立  
 出来上がったガイドを見た幼稚園関係者から、「みんなやっていることで、こういうこと
をしたいためにこの旗をかざしたのか」（KG7：34）と拍子抜けしたような感想が出された。
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学ぶことは多いと思われる。平成 29 年 4 月 1 日現在での認定団体数は、「特化型」が９
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５）山口（2016）222 頁  
６）次年度（平成 27 年 4 月）より、幼保連携型認定子ども園制度がスタートすること
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もあり、｢認定｣という言葉に過敏に反応した部分もあった（KG2：28）。  
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と思われる。」（16 頁）と指摘している。  
15）今村光章（2011、2013）の本には、「森のようちえん」を実践している方々の実践
記録が多数掲載されており、子どもたちの成長ぶりがよく分かる。  
16）信州やまほいくの郷 HP http:www.shizenhoiku.jp/ 
 
